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箱根町水道事業運営協議会議事録 

主席者 

委 員：神戸信由、酒寄勝男、廣枝三千ル、安藤雅章、北野谷克美、松井弘子 

町 側：山口町長、澤地環境整備部長、石塚上下水道課長、市川上水道担当課長 

小松主幹、鍵和田主査 

進行区分 内           容 

小松主幹（司会） 

 

石塚課長 

 

 

 

 

安藤委員 

石塚課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

神戸会長 

 

 

 

 

 

 

水道事業運営協議会を開会します。 

（澤地環境整備部長により、担当職員の紹介） 

水道事業運営協議会条例第６条第２項により（委員７名中６名出

席）開会します。 

会長選任について行います。箱根町水道事業運営協議会条例第２条

により、委員の互選によって定めるとさせておりますので、意見をい

ただきたいと思います。 

神戸さんを推薦いたします。 

ただいま、神戸さんを指名推薦という意見がございましたが。他に

意見ありませんか。 

（特になし、異議なし） 

ただいま、神戸委員が会長候補として指名されました。 

それでは、指名推薦により、神戸委員を会長とすることに賛成の

方、挙手をお願いいたします。 

（全員賛成） 

全員賛成ということですので、神戸委員さんに会長をお願いいたし

ます。 

（神戸会長、就任あいさつ、会長議事進行） 

副会長選出について、箱根町水道事業運営協議会条例第４条第３項

の規定により、会長が任命することになっていますので、廣枝委員さ

んにお願いしたいと思いますがいかがでしょうか。 

（異議なし） 

廣枝委員に副会長をお願いいたします。 

（廣枝副会長、就任あいさつ） 

（町長あいさつ、町長退席） 
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神戸会長 

 

 

神戸会長 

 

神戸会長 

 

 

神戸会長 

安藤委員 

 

石塚課長 

 

 

 

 

 

 

神戸会長 

 

石塚課長 

 

 

神戸会長 

石塚課長 

 

安藤委員 

 

市川担当課長 

議題１「平成１８年度箱根町水道事業執行状況について」、町側か

ら説明を願います。 

（石塚課長から内容説明） 

ご質問、ご意見がありましたら願います。 

（特になし） 

議題２「平成１９年度箱根町水道事業会計予算（案）について」、

町側から説明を願います。 

（石塚課長から内容説明） 

ご質問、ご意見がありましたら願います。 

水道料金の収納状況と起債の総額さらに、石綿管の布設状況につい

て伺いたい。 

水道料金の収納状況については、平成１７年度末の収納率、現年度

９３．８％・過年度５８．６％となっております。 

起債の総額については、平成１７年度末で、２１億２，７００万円

となっております。 

石綿管の布設状況については、現在１６４ｍ現存しておりますが、

平成１９年度で１１４ｍを整備の予定、残り  ５０ｍは使用しません

ので、使用部分については、平成１９年度で全てなくなる予定です。

平成１９年度予算案の建設改良事業にあります遠方監視装置につい

て、どのようなものか伺いたい。 

遠方監視装置は、役場内に設置されておりまして、配水地・浄水場

等水道施設の状況をモニターに表示してあるもので、施設に異常があ

るとブザーが鳴り、異常箇所と内容を表示するものであります。 

夜間に異常が発生した場合は、どのように対応していますか。 

役場の宿直室にもブザーが鳴り、宿直者から水道職員に連絡が行く

ようになっております。 

町内で、現存する最も古い配管はどのようなものがあるのですか。

また、配管は通常どの程度使用できるのか伺いたい。 

町配水区域内で、最も古い配管は、宮ノ下地区にあり、大正時代の

鋳鉄管（鋳物製）のものになります。現在布設している管について

は、凡そ４０年使用にできるものになっています。 
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神戸会長 

 

石塚課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

神戸会長 

石塚課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在総延長８４ｋｍの導送水管ありまして、年間約２ｋｍのペース

で整備していくように考えております。 

議題３「箱根町水道事業給水条例の一部改定する条例の制定につい

て」、町側より説明をお願いいたします。 

水道料金の債権の消滅時効について、改定を予定しております。 

従来水道料金の債権は、地方自治法第２３６条第１項の規定が適用

され、５年で自動に消滅されていましたが、平成１５年１０月１０日

最高裁判所第二小法廷において、地方公共団体が経営する水道料金債

権は、民法第１７３条第１号が適用との判決がなされたため、債権者

からの時効の援用がない場合、債権が永久に残ってしまうことから、

現行の条例第４０条の２に債権放棄を追加する一部改定を行うもので

あります。 

また、宮城野・仙石原地域の給水している県企業庁は、平成１８年

１２月に同様の改定を実施しております。 

それでは質問もないようですので、これで終了したいと思います。

次回は、７月末開催の予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




